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【目的】コラーゲンを熱分解するとゼラチンが生成され、さらに酵素処理をすると

コラーゲンペプチド（CP）が生成される。コラーゲンには特有のアミノ酸であるヒド

ロキシプロリン（Hyp）が存在し、CP摂取後のヒト血中から 20種類以上の Hypペ

プチドが検出されている。一般的にゼラチンよりも低分子な CP の方が、Hyp ペ

プチドの血中吸収が良いと考えられている。ヒトでのゼラチン摂取後のペプチド

体内動態を解明した研究例はないが、近年サメ肉の摂取後に、ヒト血中で Hyp

ペプチドが報告されている。このことから、ゼラチン摂取でも Hyp ペプチドが血

中吸収することが考えられる。ゼラチンはCPよりも製造コストが低い。ゼラチン摂

取後の血中で、CP 摂取後と同様の効果や現象が生じれば、現行のサプリメント

製品よりも製造コストを抑えることができると考えている。そこで本研究ではゼラ

チン摂取後のペプチド体内動態を解明することを目的に、ゼラチン及び CP 摂

取後の同一被験者血中に吸収したペプチドの比較を行った。

【方法】ゼラチン及び CP10g を水 200mL に溶解し、摂取試料を調製した。試料

摂取前，1，2，4時間後に採血を行い、血漿に 3倍容量のエタノールを添加して

除タンパクを行った。調製血漿を①PITC 誘導化後に血中遊離 Hyp を測定、②

AccQ誘導化後に主要 Hyp ペプチドの Pro-Hyp を測定した。またゼラチン摂取

後の血中吸収ペプチドの網羅的解析のために③ゲル濾過クロマトグラフィーで

血漿を分離・分取後にPITC誘導化し、ODS-3カラムでのペプチド分離を行った。

その後、分離したペプチドのアミノ酸配列をプロテインシーケンサで解析した。

【結果】①血中遊離 Hypは摂取 1～2時間後では、ゼラチンの方が CP より血中

濃度が有意に低かった。②血中 Pro-Hyp はゼラチン・CP 摂取間に有意差はな

かった。これらの結果からゼラチン摂取でも Hyp ペプチドが血中吸収することが

わかり、CP 摂取よりもペプチド型での吸収率が高いことが示唆された。また③で

分離したペプチドピークはゼラチン摂取後にだけ検出した数の方が CP 摂取後

よりも 10本以上多かった。
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